
発
行
／
御
所
市
　
編
集
／
企
画
部
企
画
政
策
課
　
　
  ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://www.city.gose.nara.jp/ 

〒
639-2298　

奈
良
県
御
所
市
１
番
地
の
３
 　
　
　
☎
0745-62-3001㈹

広
報
　
御
所

市
の
人
口
　
28237人

(-20人
) 

　
　
男
性
　
13315人

(-16人
) 

　
　
女
性
　
14922人

(-4人
）　

市
の
動
向
　
( )内

は
前
月
比
 

世
帯
数
　
12232戸

(+12戸
） 

【
平
成
26年

6月
30日

現
在
】

ふるさと御所
歴史探訪

其の二十

　

先
月
号
で
は
、
江
戸
時
代
の
貨
幣
制
度
の

基
本
的
な
こ
と
を
説
明
し
、
金･

銀･

銭ぜ
に
の
３

つ
の
貨
幣
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
交
換
率
に
つ
い
て
説

明
し
、
江
戸
時
代
の
物
価
と
今
の
物
価
を
比

較
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
元げ

ん
ろ
く禄
期
（
１
７
０
０
前
後
）
の
公
定
の
交

換
率
は
、
金
１
両り

ょ
う

＝
銀
60
匁も
ん
め＝
銭
４
千
文も

ん

で
し
た
。
時
代
が
下
が
っ
て
文ぶ
ん
か化･

文ぶ
ん
せ
い政
期

（
１
８
０
４
〜
１
８
３
０
）
に
は
、
銭
の
価

値
が
下
が
り
、
１
両
が
６
千
文
ぐ
ら
い
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
交
換
率
は
、
時

代
や
地
方
で
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
１
両
が
、
今
の
お
金
で
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
話

題
に
な
り
ま
す
。
結
論
か
ら
い
い
ま
す
と
、

物
や
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
違
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
文
化･

文
政
期
の
代
表
的
な
も
の

の
値
段
と
今
の
価
格
を
表
１
に
示
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
参
考
的
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
表
の
一
番
右
の
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

品
物
の
値
段
で
換
算
す
る
と
、
１
両
が
何
万

円
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

米
の
値
段
で
換
算
す
る
と
、
１
両
は
、
約

５
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

大
工
の
手
間
で
換
算
す
る
と
、
約
28
万
円
と

い
う
こ
と
で
、
現
在
は
、
江
戸
時
代
に
比
べ

て
人
件
費
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
２
番
目
の
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
１
文
が
何

円
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
表
に
銀
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
銀
１
匁
が
銭
１
０
０
文
で

す
の
で
、
こ
れ
ら
を
１
０
０
倍
す
れ
ば
、
銀

１
匁
が
何
円
か
が
わ
か
り
ま
す
。先
月
号
で
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
「
銀
２
貫
」
に
つ
い
て
触

れ
ま
し
た
。
銀
２
貫
目
は
、
白
米
で
換
算
す

る
と
約
２
０
０
万
円
、
大
工
の
手
間
で
は
、

約
１
千
１
０
０
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
現
在
と
比
べ
て
、
江
戸
時
代
に
非
常
に
高

か
っ
た
も
の
と
し
て
、
卵
と
砂
糖
が
あ
り
ま

す
。
砂
糖
は
、
１
８
０
０
年
前
後
か
ら
国
内

で
生
産
さ
れ
ま
し
た
が
、
表
の
値
段
は
国
産

の
も
の
で
す
。
斤き

ん
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
１
斤
は
６
０
０
ｇ
で
す
。

　
菜な

た
ね
あ
ぶ
ら

種
油
は
、
主
に
「
行あ
ん
ど
ん灯
」
を
用
い
て
の

照
明
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
10
時
間
で
約
１
合

の
油
が
必
要
で
し
た
が
、
大
工
の
手
間
で
計

算
す
る
と
、
１
時
間
に
約
２
２
０
円
か
か
っ

て
い
ま
す
（
米
で
は
40
円
）。
今
の
照
明
の

電
気
代
と
は
大
き
な
違
い
で
、
太
陽
の
動
き

と
と
も
に
生
活
し
た
こ
と
が
よ
く
分
り
ま

す
。

　

食
事
付
き
の
旅
館
の
こ
と
を
「
旅は

た
ご籠
屋
」

と
い
い
ま
し
た
。
表
の
値
段
は
、
都
市
部
の

安
い
宿
の
も
の
で
す
。
旅
館
に
は
、
自
炊

し
て
、
大
勢
の
人
た
ち
が
相
部
屋
で
泊
ま
る

「
木き

賃ち
ん
や
ど宿
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
木

賃
と
い
う
の
は
、
自
炊
の
た
め
の
燃
料
代
と

い
う
意
味
で
、
１
泊
燃
料
代
込
み
で
35
文
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
以
降
の
米
価
変

化
を
表
２
に
示
し
ま
す
。
麦
飯
の
大
麦
の
価

格
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
文
政
10
年
の
小
麦

は
、
銀
51
匁
で
、
米
と
の
差
は
少
な
い
の
で

す
。
裏
作
で
作
る
の
は
、
米
の
混
ぜ
物
の
大

麦
は
少
な
く
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
菜
種
と

小
麦
が
中
心
で
、
庶
民
は
麦
飯
を
食
べ
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

　
天て

ん
ぽ
う保
７
年
（
１
８
３
６
）
は
冷
害
に
よ
っ

て
大
変
な
不
作
と
な
り
、翌
天
保
８
年
に
は
、

「
大

お
お
し
お
へ
い
は
ち
ろ
う

塩
平
八
郎ろ
う

の
乱
」が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

幕
末
に
向
か
っ
て
、
米
の
値
段
が
徐
々
に
高

く
な
り
、
慶け

い
お
う応
２
年
（
１
８
６
６
）
に
は
、

暴
騰
し
て
い
ま
す
。
値
上
が
り
は
世
情
不
安

の
た
め
と
さ
れ
、
暴
騰
は
、
長

ち
ょ
う
し
ゅ
う
せ
い
ば
つ

州
征
伐
の
影

響
お
よ
び
買
い
占
め
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
の
値
上
が
り
に
伴
な
っ
て
、
諸

物
価
も
上
が
り
、
明
治
維
新
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
ご
指
摘
に
基
づ
い
て
、
こ
の
稿

を
書
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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《表1》　江戸時代の物価　（文化・文政期）
品物 単位 昔の価格今の価格 今の価格に換算

文 円 円／文 万円／両
豆腐 丁 15 150 10.0 5.0 
卵 個 20 20 1.0 0.5 

かけそば 杯 16 250 15.6 7.8 
大根 本 13 200 16.0 8.0 
酒 升 200 2,500 12.5 6.3 
白米 升 60 600 10.0 5.0 
砂糖 600g 400 130 0.3 0.2 
菜種油 合 40 150 3.8 1.9 
銭湯 回 8 350 43.8 21.9 

飛脚（市内） 回 24 82 3.4 1.7 
宿屋（2食付） 泊 200 8,000 40.0 20.0 
大工手間 1日 400 22,000 55.0 27.5 

《表2》　米1石の値段の変化
年号 西暦 銀（匁）

文政10年 1827 58 
天保８年 1837 166 
弘化４年 1847 84 
嘉永６年 1853 95 
安政６年 1859 114 
万延元年 1860 139 
文久元年 1861 169 
文久２年 1862 148 
文久３年 1863 158 
元治元年 1864 199 
慶応元年 1865 352 
慶応２年 1866 1,042 
慶応３年 1867 945 

▶蝉の鳴き声、照りつける太陽。真っ黒に日焼けして夢中になって遊んだ懐かしい記憶。夏の思い出はノスタルジア。


